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〇全ロセンサー搭載 

I ^ Itz ンヴーコン □ 

JiD ブ 

/ iX ピルトイ >糕ま 


PD-K32-R 

PD-K32-L 

PD-K32V-R 

PD-K32V-L 



取扱説明書 


保証書付 


このたびはガスビルトイン機器をお求めいただき 
まして、ありがとうございまず。 

•正しく安全にお使いいただくために、ご使用前にこの「取 
扱説明書」を必ず最初から順番にお読みいたださ、よく理 
解してくださるよラお願いいたします。また、この「取扱 
説明書」をいつでわすぐに取り出せるところに大切に保管 
しておいてください。 

•この「取扱説明書」に書かれている内容外ではご使用に 
ならないで <ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合はおおくの当社までお問い合 
わせ < ださい。 



ち<じ 


Paloma 


はじめに 


上手に使つて 
長持ちさせるには 


仕様 

アフタ—ヴ—ビス 


使いかた 














































各部のなまス 


取扱説明書中の図は PD - K 32- R ， PD - K 32 V - R のご紹介となっております。 

PD - K 32 -し PD - K 32 V 丄は、強乂カバーナ，操作部び左、標準バーナ，電池ケース，おしらせサインびちについています。 


奥コン □ (ルバーナ）- 

ごとく- 

左コン □ - 

(標準パ'—ナ） 

トッププレート- 

受け皿（左コン □) - 

乂力調節つまみ（奥コン □) 
乂力調節つまみ（左コン □) 

おし!5せサイン- 

操作ボタン（左コン □) — 

電池ヶース- 

操作ボタン（奥コン □) — 

グリル水入れ皿- 

グリル扉- 


-グリル排気 □ 

——ち コン □ 

(強乂 カバー ナ） 

-受け皿（ちコン □) 

——乂力調節つまみ 
(グリル） 

グリル点乂確認ランプ 

-乂力調節つまみ 

(ち コン □) 

-操作ボタン 

(ち コン □) 

一操作部（下記参照） 

-操作ボタン 

(グリル） 

-焼網 

-グリル取っ手 



■省エネル幸•'一高効率コン□バーナ 

従来のコン□に比べ、熱効率び大幅に向上していますので 
ガス代を節約でさます。 


■立消えち全装置（全てのコン□、グリル） 

風や煮こぼれなどで炎び消えたとさに自動的にガスを止めます。 


■天ぷ5油過熱防止機能&焦ばつき消乂機能（全てのコン □) 

調理油の過熱と煮物等の焦げつさを防止するため、温度センサー 
び消火温度になると自動的にガスを止め消火します。 


操作部について 


操作部はつまみを持って手前に開いて 
ください。 



センサー解除 
スイッチ 


•—つまみ 


■消し忘れ消乂機能（全てのコン□、グリル） 

万一の消し忘れのために、点火後、コン□は約] 2□分、グ U ルは約22分で自動的にガスを止め消火します。 
高温での調理び続いた場合には、約3□分で自動的にガスを止め消火します。 


■センサー解除機能（強乂カバーナ） 

煎りわの料理など高温び必要な調理の場合には、センサー解除機能 （14 ページ参照）を設定してください。 


■フレームトラップ【グリル排気口遮炎装置】（グリル） 

万ーグ U ル庫内で炎び上びっても、フレームトラップびグ U ル排気□より炎びあ而れ出すのを抑制し、火災を未 
然に防ざます。 





























































ま全に正し < お使いいただ < ために 

化ずお守0<だをい 


製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにこの取扱説 
明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 


A ち検 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、または火災の 
危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、または火災 
の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発 
生び想定される内容を示しています。 


■絵表示について次のような意昧びあります。 


Q ® ® ® A 〇 

一般的な禁止 乂気禁止 接触禁止 分解禁止 発乂注意 必ず行5 


•么危が 


■ガス漏れ時使用厳禁 

ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業者）の 
処置び終わるまでの間、絶対に火を付けたり電気器具 
(換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグの 
抜さ差しおよび周辺の電話を使用しないで<ださい。 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあります。 

①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 

③窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③おおくのガス事業者まで連絡する。 





(§) 

〇 


誓告 


■機器の銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）の適合を確認ずる 

表示のガス種び一致しないと不完全燃焼による 
一酸化炭素中毒になったり、爆発着火でやけど 
をしたり、機器び故障する場合びあります。特 
に転居した場合は必ずガス種び一致しているか 
確認してください。 

* おわかりにならない場合または合っていない場 
合はお買い上げの販売店かおお<のガス事業者 
までご連絡ください。 


銘板 



型式名 

LP ガスガス消費量 
製造年•月-製造番号製造事業ち名 


銘板は機器内部のち側面 
に貼り付けしてあります。 
ちこんろ側のごとく，受 
け皿を取りはずしてご確 
認ください。 


型式名 都市ガス用 
ガスグループガス消費量 
製造年•月-製造番号製造事業者名 


〇 


■分解禁止 

修理技術者(外の人は絶対に分解しないでください。 
発乂したり、異常作動してけびの原因となります。 







■改造禁止 

絶対に改造はおこなわないでください。改造は一酸 
化炭素中毒や火災などの思わめ事故になるおそれび 
あ0ます。 



J 


二癸 




(S) 
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必ずお守 D < だをい 


广 A 


警告 


n ■ねじ接続 

この機器の接続は配管技能者び行ラため、お買い 
上げの販売店に依頼してください。 



〇 


■乂をつけたまま機器か5絶巧に離れない、 
就寝、外出をしない 

料理中のものび焦げたり燃えたりして火災の原因 
になります。とくに天ぷら、揚げものをしている 
とさは注意してください。グ U ルを消し忘れると 
調理中のわのに火びつくことびありますので注意 
してください。 



Q 


■機器の上や周囲には可燃物や引乂物を置 
かない、近づけない 

ペットボトル、調理油などは火災の原因になりま 
す。また、スプレー吿やカセットコン□用ボンべ 
などは、熱でスプレー吿内の圧力び上びりスプレ 
一吿び爆発するおそれびあります。 

■グリル使用中、排気□の上にタオル、ふ 
をんなどをのせない 

不完全燃焼や火災の原因になります。 





■機器の周囲では引乂のおそれのあるもの 
を使用しない 

スプレー、ガソ U ン、ベンジンなどは、引火して 
火災のおそれびあります。 


ノ 

が 


0 


■異常時.緊急時の処置 

① 点火しない場合または、使用中に異常な燃焼、臭 
気、異常音を感じた場合、使用途中で消火した場 
合、地震、火災など緊急の場合はただちに使用を 
中止し、ガス栓を閉じる。 

② 「故障かな？と思ったら」に従い処置する。 

③ 上記の処置をしてち直らない場合は使用を中止しお 
買い上げの販売店かお近くの当社まで連絡する。 



今 



①消乂 


②ガス栓を閉じる 


〇 


■グリル庫内に食品屑やふきんがないように 
ずる。またグリル扉にはさんだまま使用し 
ない 

使用中に燃えることびあります。使用前に庫内を点 
検してください。 

* 取り除く際はケガをしないよラに注意してくださ 
い。 





■脂の出る料理には、焼網の上や下にアルミ 
はくを敷かない 

アルミはくの上に脂びたまり、発火する原因になり 
ます 0 





■コン□を覆うような大きな鉄板類やなべは 
使わない 

不完全燃焼や機器の異常過熱、ごとくの変形、トツ 
ププレートの損傷の原因になります。 
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广 A 警告し 一 ■ - 

■当社の純正部品を使用ずる ■市販の補助具を使用しない 




補修用性能部品および補助具は当社の 
純正部品外は使わないでください。 
それ iu 外のわのを使用した場合の機器 
の故障、事故については、当社では責 
任を負いかねます。 



■使用後は必ず消乂を確認ずる 

就寝、外出時は機器のガス栓わ閉じて 
ください。 


〇 


•么注意 


■グリルを使用ずる時は、グリル水入れ皿 


市販の補助具（省エネ性をラたった補助具、市販 
のアルミはく製しる受け皿、焼網など）を使用し 
ないで<ださい。一酸化炭素中毒や、異常燃焼、 
点火不良のおそれびあります。また、トッププレ 
-卜やごとくの変色-変形の原因にちなります。 




载 Q 


1 

■グリル水入れ皿に水 m 外のものは入れない 


に必ず所定の水量の水を入れ、使用中は 
常に水のある状態を保つ。グリル使用後 
は必ずお手入れずる 

グ U ル水入れ皿にたまった脂や、調理物び燃えて 
機器焼損のおそれびあります。 


機器の損傷やたまった脂び過熱され燃えて機器焼 
損の原因になります。また、グ U ル水入れ皿び異 
常に過熱されて膨張し、出し入れする際にグ U ル 
庫内に擦れて重く感じたり、ホー□一を傷めるこ 
とびあります。フッ素コートトッププレートの場 
合、変色の原因にわなります。 



■ガス事故防止 

閉めさった部屋で長時間使用しないで、使用中は 
窓を開けるか換気扇を回してください。一酸化炭 
素中毒の原因になります。また、ス I -ーブなど他 
の燃焼機器を長時間使用している部屋でお使いの 
場合は、点火しにくかったり、正常に燃焼しない 
場合があります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用する 
場合は、換気扇を回さず窓などを開けて換気して 
ください。換気扇を回すと自然排気式給湯器およ 
び風呂蓋の排気ガスが屋内に流れ込むおそれがあ 
ります。 



■調理 m 外の用途には使わない 

過熱-異常燃焼による機器焼損や火災の原因にな 
ります。 

づ 




■グリル使用時は魚を焼さずぎない 

魚に火びつさ機器焼損の原因になります。 

■万一、グリル使用中に調理物や脂に乂が 
ついたとさは、乂が消えるまでグリルを 
引を出さない 

炎びあ而れ出して、火災ややけどをするおそれび 
あ0ます。 


〇 
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必ずお巧 D < ださい 


^么注意 

■ごとくをはずして使用しない 

なべなどを直接こんろにおいて使用しないでくださ 
し、不完全燃焼や機器焼損のおそれびあります。 



■グリル使用中はグリル扉を開けたままにし 
ない 

あ而れた熱気により、 

トッププレートやつま 
み.ボタン等び過熱さ 
れやけどや変色.変形 
の原因になります。 


■グリル水入れ皿を持ち運びする際は、中の 
水がこぼれないように注意する 

使用中、使用直後は水 
び高温になっているた 
めやけどをするおそれ 
びあります。 


■グリル水入れ皿を勢いよく出し入れしない 

ゆっくり出し入れして 
ください。使用中、使 
用直後に勢いよく引さ 
出すと水び高温になつ 
ているためやけどをす 
るおそれびあります。 





■熱くなったグリル扉に水をかけない 

ガラスび割れてケガをするおそれびあります。 



Q 


■使用中や使用直後は 
操作部 m 外は触5ない 

機器本体とその周辺お 
よび調理道具び熱<な 
るため、やけどをする 
おそれびあります。 

* 特にルさなおテさま 
びいる家庭では注意し 
てください。 





ボタン 


mmm 


取っ手 


つまみ 


■点乂操作時や使用中はバーナ付近に顔を近 


付けない 

熱や炎でやけどをする 
おそれびあります。 

■使用中はバーナ 
付近に触れない 

衣服に炎び移ったり 
する場合びあります。 



■やかん、なべなどの大ささに合わせて乂 
力を調節ずる 


火力び強すざると、や 
けどのおそれやなべな 
どの取っ手び破損する 
原因になります。 





■排気口に注意 


グ U ル使用中はグ U ル排気 
□に手や顔を近付けたりな 
ベの取っ手等を向けたりし 
ないで<ださい。高温の排 
気熱び出ているため、やけ 
どや取っ手び破損をするお 
それびあります。 



■グリル使用中、使用直後にグリル扉を開け 
た状態でコン□操作をしない 


熱くなったグ U ル 
扉に手び触れてや 
けどをするおそれ 
びあります。 



■この機器の点乂装置外の方法では点乂 
しない 

やけどをするおそ 
れびあ0ます。 


、 

5 



■ごとくに安定してのるなベを使用ずる 

底びすべりやすいなべ、 

径のルさいなべなど不安 
定ななべは使用しないで^ 

ください。傾いてやけど：たづ^ 

のおそれびあります。 

































































^么注意 I 

■グリル使用中、使用直後にグリル取っ手 
上面部(特に金属弧に触れない 


■バーナ丰ヤツプを水洗いしたときは水気を 
十分ふき取る 


高温のためやけどをするおそれびあります。 




〇 

€) 


上面部に 
触れない 


■点乂操作をしても点乂しない場合は操作 
ボタンを戻して、周囲のガスがなくなつ 
てか！5再度点乂操作をずる 


すぐに点火操作をすると周囲のガスに 
点火して、衣服に燃え移ったり、やけ 
どをするおそれびあります。 



水滴びバーナに落ちて目づまりし、点火不良にな 
ることびあります。 



■幼巧や小さな子供に触！5せない 

思わめ事故の原因になります。 



■水平で安定したところに設置ずる ■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行う 


機器び傾いていると、調理中の鍋などび滑り落ち 
て、やけどやけびをするおそれびあります。また 
事故や故障の原因になります。 



手袋をしないでお手入れすると機器の突起物など 
でけびをすることびあります。 



■窓か！5吹き込む風や冷暖房機器の風、扇 
風機の風などを機器にあてない 


■グリル庫内や本体内部をお手入れずる際は 
各部品の突起物等にま意ずる 


機器焼損や作動不良の原因になります。 

〇 

r - おねかい 


力強く当たった場合、手をけびするこ 
とびあります。 



■この製品は家庭用ですので業務用のような使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。 


■使用中ちとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 


■初めて使うとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。配管内に空気び入っているた 
めです D 繰り返し点火操作してください D 


■みそ汁を温めなおすとさは火力を弱めにして、よくかさ混ぜなびら温めてください。 

強火で急に温め直すとなべ底に沈んだみそび突然噴さ上びり、みそ汁び飛び散ったり、なべびはね上がってひ 
つくり返ることびあります。 


■ 〈乾電池使用機器の場台> 

廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてください。火災の原因になります。 
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必ずお巧 D < ださい 


温度センサーを正しく作動をせるために化ずお守りくだをい 1 


この製品は全てのコン□に温度センサーびついています。 


广 A 警告 - ---- 

■耐熱ガラス容器、±なべなど、熱が伝わ 
りにくいもので揚げもの調理はしない 

天ぷら油過熱防止機能び働かず、発火することび 
あ0ます。 


湿度センサー 



■揚げもの調理には200 mfi じ Lb の油を入れる 

調理油の量び 200 mi ! 未満の場合、温度センサーび働 
かず発火することびあります。 


巧 ^ trf" 

耐熱ガラスなベ ±なべ 圧力なベ 

巧ち出しなべ 丸底中華なベ 


〇 



〇 

200 m 化ソ上の 
油を入れる 


■温度センサーの上面となべ底の中/こ、が密着していないとさは、使用しない 

そのまま使用すると温度センサーび働かず調理油び発火することびあります。 

なべ底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにしてください。また、安定性の悪いなべは使用しない 
でください。なべの重さは調理物を含め3日日旨(上び必要です。 


口 


300 gW 上 


り 


巧 




温度センサー 
に密着させる 


； a ^ 異物户傾き 




■センサー解除機能を使用中は揚げもの調理をしない 


センサー解除機能は、天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び過熱され発火のお 
それびあります。（センサー解除機能* - ] 4ページ参照） 


〇 


王^^ 

■温度センサーに強いショックや丰ズを与えない 

温度センサーび故障する原因となります。 


■温度センサーがスムーズに上下に動くか確認する 
また温度センサーとなべ底の密着する部分はいつも清潔にしておく 

ちれび付着したり、動さび悪いと温度センサーびなべ底の温度を正し 
く感知でさず、調理油の発火の原因になります。お手入れしても温度 
センサーの動さび悪いとさはお買い上げの販売店かおおくの当社まで 
ご連絡ください。 


I滅 ® 

〇 
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設置について 

* 工事説明書と含わせてご覧になり、工事説明書通り正しく設置されていることをご確認ください。 


■部品のセット 

•あて紙や捆包部材やテープを取り除さ、各部品をセットする。 

•ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示されているガスの種類び合っているか確かめる。合っていない場合は使 
用をやめて、お買い上げの販売店かお近<のガス事業者まで連絡する。 ( 「必ずお守り <ださい」参照） 

•図は強火カバーナびち側、標準バーナび左側（左側壁設置）の機器のご紹介となっております。 


巧電池のセット（アルカリ 乾電池単 1 形 1.5 V S 個) 


①電池ケースの兩たを開ける 
③乾電池の©をちにしていれ、先に入れた乾 
電池を左へ押しなびら2個目を入れる 
③電池ケースの而たを閉める 



© 


おねびい 

•電池ケースに水などの異物び入った場合は、電池接触 
不良の原因となるため、而さとってされいにしてくだ 
さい。 

•乾電池は新しいわのとちいわの、または違ラ種類のわ 
のを混ぜて使わないでください。寿命び短くなります 
し、乾電池び液漏れすることびあります。 

•乾電池はアルカ U 乾電池をご使用ください。 

マンガン乾電池を使用の場合は寿命び短くなります。 
•乾電池の寿命は通常の使いかたで約1年です。 

ただし、付属の乾電池は工場出荷時に納められたわの 
で、自己放電のため寿命び短くなっている場合びあり 
よ9 〇 



ロックつまみ 


操作ボタンが巧せないように□ックずる 
機能でず。 

* 小さなお子様のいたずら防止や使用しないと 
さ等にご利用ください。 



《□ックつまみの位置》 



おねびい 

□ックされたまま操作ボタンをム U に押したり、使用中につまみを動かすと故障の原因になります。 
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設置について 

* 図は強火カノ くーナびち側の機器です。 
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コン□のセット 




パーナキヤップのセッ 


バーナキャップ上面の 「 A 」 を電極の位置にあわせて、突起を切り欠きにはめてセットする 

※左•ちコン□は、大さいほうを強火カバーナ側に、ルさいほうを標準バーナ側に、位置を間違えないよ 
うに正しくセツトしてください。 



• A 注意< 


浮き-傾きのないようにセツトする 

^不完全燃焼ゃ乂災の原因になります。 



参左-ちコン□••••切り欠きを電極の位置にあわせてセツトずる 

* あなの大さいほうび強火カバーナ用、ルさいほうび標準バーナ用です。 

•奥コン □. 小さい受け皿は、切り欠きを電極と炎検出部の位置にあわせてセツトする 


切り欠さ 



切り欠さ 



【奥コン□】 


> A 注意 


位置を間違えないように正しくセットする 

* 特に強火カバーナ側にあ 
なのルさい方の受け皿を 
セットしないで < ださい。 

^不完全燃焼ゃ乂災、故障 
の原因になります。 




【左コン□側】 














































設置について 


■設置場所と周囲の防义括置 

一酸化炭素中毒や乂災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。 

* 防火措置は各地の火災予防条例に従つて行ってください。 




A 警告 


下記の条件を満たしている場所をお選び<ださい。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行う場合わ設置基準をお守りください。 


•風が吹き込まない 
•水や熱がかか5ない 
参換気が良い 
•上に照明器具などの 
樹脂製品がない 


•水平で安定している 
•落下物の危険がない 
•上に湯沸器がない 
•周囲に可燃物がない 






0 


周囲に可燃物（木製などの可燃性の壁、ステンレス 
板や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼 
り付けた壁、たななど）のある場合 


•トッププレートより上の側面は] 5 cmii (上、トッププレ 
ートより上の後面は]日上、上部はトッププレート 
上面より]日 OcmiU 上離す 

•図の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り付ける 



■防熱板について 

別売の防熱板 A 、 目または金属(外の厚さ上の不燃材を図のよラに取り付けてください。 

* 防熱板 A ， 巳を壁に設置する場合は、壁とトッププレートとの隙間び2日 mm 必要で、取り付け方法は壁 
にネジ止めとなります。 


•上方 


-不燃材 




防熱板 Bn _「防熱板 A ，ン陪潤ちで 


1 cmiU± 



日 cmiU 上 


隙間を設ける 

ただしトップ プレートより、 
隙間が高くな5ないこと j 



































コン□の巧いかた 

コン□を使ラ前に 


おねがい 

•なべに付いた水滴は而さ取ってからごとくにのせてください。余分な熱び必要になるうえ、水滴びバーナに落 
ちて目づまりし、点火不良になることわあります。 

•なべをごとくにのせてから点火したほうびより点火び確実になります。 

•弱火でご使用の際、キャビネット扉は静かに開閉してください。あまり強く開閉すると消火することびあります。 
•煮こぼれに注意してください。機器の内部に侵入しますと機器故障の原因になります。また、トッププレート、 
ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼さついたりして、機器を早くいためます。 

♦焦げつさ消火機能び付いていても調理によってはひどく焦げついてしまう場合びあります。焦げつさやすい調 
理の場合、弱火（最弱火力）でようすを見ながら調理してください。 

《焦げつさやすい調理の例》水分び少なく、調味料び多い調理-カレーやシチューの再加熱 


■湿度センサーを正し <作動をせるためにおすり < ださい 

特に揚げわの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことびあります。 



揚げちの調埋時は、200 mO な上の油を入れる 
なべの重をは、食がを含んで30 Og な上とする 

なべ底の中を、活度センサーの上面に密着をせる 

※なべ底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 


調埋に適したなべを選ぶ（下表) 



なべなどの種類 

油調理 

その他の 

調理 

(煮物など） 

備考 

揚ばらの 

妙めらの 

感^ ©巧巧 

ホー□ー ステンレスなべアルミ.無水なベ 
なべ （多層を含む） 鉄なベ 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アル S •鉄-ステンレス(多層を含む） 

フライパン 平底中華なベ 

〇 

〇 

〇 

炒めわの調理時フライパンを返す動 
作を何度も行い、温度センサーとな 
ベ底び密着していない時間び長くな 
ると、途中消火することびあります。 

天ぷ5なべ 

〇 

/ 

/ 

揚げわの調理外の調理には適して 
いません。 

巧 *0* 

耐熱ガラスなベ ±なべ 圧力なベ 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
発乂することびありますので、使用 
しないでください。 

着 

巧ち出しなベ 丸底中華なベ 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げわの調理外の調理は、なべ底 
の中/ La と温度センサーの上面び密着 
していることを確かめてください。 

焼網 



X 

消火したり、トッププレートの変色 
等の原因になります。 
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コン□のほいかた 


■ f ま用中、自動的に弱义になったときは 

炒めもの調理-焼さらの調理など比較的温度の高い調理や、なべのか5焼さをしたとさに弱乂ぉ^強乂と乂力を 
自動調節し、なべなどの異常過熱を防止ずる機能でず。 

この状態が30分上続いた場含、または弱乂状態でも温度センサーが更に高い溫度になった場合は自動消乂し 
ます。 

* 故障ではありません。 

* 自動消火した場合は、なべなどび相当熱くなっていますので、やけどなどに注意してください。 

* 再使用する場合は、操作ボタンを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作をしてください。 

* 炎の大ささび自動的に変わります。やけどの恐れびあるため、バーナ付おには顔や手を近づけないようにし 
てください。 


コン□の使いかた 



才準備 

①操作ボタンが押されていないことを 
確かめて、ガス检を全開にずる 

③□ックつまみを左に動かして□ックを 
解除する 

*□ ックされたまま操作ボタンをム U に 
押したり、使用中につまみを動かすと 
故障の原因になります。 


《□ックつまみの位置》 



2点义 


①操作ボタンをゆっくりいっぱいまで押す 

•ボタンはいっぱいまで押さないと点火しません。 

•パチパチと音びして点火します。（コン□とグ U ル同時に放電） 

•火力調節つまみび弱火側にある時に点火操作すると、つまみは強の方向へ 
自動的に移動します。 

③点乂していることを確認する 

•カラーサインは操作ボタンの状態を示します。操作ボタンび押してあると 
さは「赤」に、押していないとさは「黒」に変わります。 



づ义力調節- 

炎を見なが5つまみをゆつ < り動かす 

•使用中わとさどさ燃焼を確かめてください。 

•強から弱へ急速につまみを動かしても、火力はゆつくり変化します。 

※コン□使用中、センサー温度び高くなると、自動的に強火•弱乂を繰り返 
し、なべなどの異常過熱を防止する機能び作動します。 



イ消义- 

①操作ボタンを押す 

•消火を確かめてください。 

③□ックつまみをちに動かして操作ボタンを□ックする 

•ルさなお子様のいたずら防止にご利用ください。 


③ガス检を閉める 

* 燃焼中、ガス栓を操作しての消火はしないでください。 
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煎りものな ど、 さ S に高温になる 記 巧には 【センサー解除機能の設定：強义カバーナのみ】 


煎りわのなど、高温び必要な調理の場合に使用してください。（強火カバーナのみ) 


■強乂カバーナを使用中に… 

1. "センサー解除スイッチ"を長押しする （3 秒 m 上) 

•強火カノ くーナの焦げつさ消火機能は作動しません。 
•ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび点灯します。 


2. 「センサー解除機能」を解除するには、もう一度 
"センサー解除スイッチ"を押す 

•強火カノ くーナの焦げつさ消火機能び作動します。 
•ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび消灯します。 


センサー解除機能を設定でさるコン□の位置 



* ィラストは強乂カノ くーナびち側の機器の場合です。 


グ A 警告- 

揚げものなどの油調理には、 
センサー解除機能を ^ 
使用しない fx ) 


巧つておいてね 

•センサー解除機能を使用中わ、センサーの故障を防止する 
ため、センヴーの温度びあびりすざると自動的に火力を調 
節したり、ガスを止めて消火したりすることびあります。 
•センサー解除機能を設定したまま消火してわ、次回点火時 
には通常設定に戻ります。 
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グリルの使いかた 


グリルを使ラ前に 


① グリル水入れ皿にコップ1杯（約200 mfi ) の水を入れる 

② 約 15 分、空焼きずる •••庫内の油を焼ききるためで煙や臭いび出ても異常ではありません。 


■グリルのセツト方法 

•次のように焼網の凹凸部をグ U ル水入れ皿の長穴にセツトしてください。 

* 焼網は表裏で高さび変わります。焼物の種類、大ささにより使い分けてください。 

焼物を高い位置で焼<場含 [ 焼物を低い位置で焼<場合 



■グリル水入れ皿の巧り出しかた 

中の水がこぼれないようにゆっくりと引き出す 

取りはずすときは、止まるところまで引き、少し持ち上げて引く 

* 最初から持ち上げた状態で引さ出さないでください。 

止まらずに勢いよく出てきてしまいます。 

* 持ち運びするとさは、取っ手部をしっかりと持ってください。 



■巧をかたのポイント 

•焼網に食用油を塗っておくと、魚びくっつさにくくなります。 
•魚のヒレなどこげやすい部分は厚めに塩を而るかアルミ道で包んで 
おくとこげかたび少なくなります。 

•お好みにより塩を而っていただくと焼さ色び濃くなります。 

•魚は腹部を内側にして焼くと上手に焼けます。 
































グリルの使いかた 


7準備 

①操作ボタンが押されていないことを確かめて、ガス检を全 
開にし、□ツクつまみを左に動かして□ツクを解除する 

③焼網をセツトする 

参焼網は表裏で高さび変わります。 

焼物の種類、大ささにより使い分けてください。 

③グリル水入れ皿にコップ1杯（約200 mfi ) の水を入れる 


④グリル水入れ皿を奥までしっかりと入れる 

•グ U ル扉びしまっていることを確認してください。 

2点义- 




①操作ボタンをゆつくりいつぱいまで押す 


カラーサイン 


•パチパチと音びして点火します。手を離しても約7秒間放電し続 
けます。（こんろとグ U ル同時に放電） 

•カラーサインは操作ボタンの状態を示します。操作ボタンび押し 
てあるとさは「赤」に、押していないとさは「黒」に変わります。 

③バーナ全体に点乂したことを確認ずる 

•点火確認ランプび点灯します。 

* しばらく使わなかったときは、点火しにくい場合びあります。 
繰り返し点火操作をしてください。 



③3分ほど予熱をしてか5材料をのせる 


う 义力調節- 

材料に含わせて乂力を調節する 

•裏返した面は前よりわ早い時間で焼さ上びります。 


4消义 



①操作ボタンを押す 

•消火を確かめてください。 
•点火確認ランプび消灯します。 


③□ックつまみをちに動かして操作ボタンを□ックする 

参ルさなお子様のいたずら防止にご利用ください。 


③ガス柱を閉め、グリル水入れ皿のお手入れをする 



おねびい 

グ U ル水入れ皿を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 
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点検とお手入れ 


A 注意 

機器を水につけたり、水をかけたりしない 

おねがい- 


>不完全燃焼*故障の恐れびあります。 


0 


•点検とお手入れはガス栓を閉め、機器び冷えてから手袋をして行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

•曰常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

•故障または破損したと思われるわのは使用しないでください。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かおおくの当社にご 
相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

•安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめします。（有償） 


* 点検は割がわてください 0 

•機器のまわりに可燃物等はありませんか？ •巧れていませんか？ •乾電池は消耗していませんか？ 

•各部品は正しくセツトされていますか？ •ガス臭くありませんか？ 


お手入れのしかた 


•機器や取りはずした部品は落とさないように気を付けてください。けびや故障の原因になります。 

•工具を使用しての分解は絶対にしないでください。異常作動や発火をしてけびの原因になります。 

•お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 ( 「設置について」参照） 

おねびい 

•シンナー、ベンジンや酸性•アルカ U 性洗剤は使わないでください。機器損傷の原因になります。また、印刷‘ 
塗装面にはみびさ粉、たねしなどの固いわのは使わないでください。表面を傷付けます。 

•巧れはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧れび落ちにくくなり早くいたみます。 


お手入れには台所用中性洗剤をお使いください。 


■ごとく、受け皿 

巧れたときは台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

■パーナキャップ 

炎が不ぞろいになったときは、あなやみぞをブラシやはり 
金等先の細いものなどで掃除する 

* 目づまりをすると点火不良や不完全燃焼の原因になります。 
♦表側の黒い部分はスポンジなどのやわらかいわので台所用中性洗 
剤を使用して洗ってください。万一、黒い部分びはびれてわその 
ままお使いになれます。 

•お手入れの後は浮さ-傾さのないよラにセツトしてください。 




■炎 巧出部、 電極 

巧れや水気が付いたときはやわ5かい巧でふき取る 

* 巧れや水気び付いていると点火しにくくなります。 

おねびい 

取り付け位置を動かしたり、キズを付けないで<ださい。 
故障の原因になります。 
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■温度センサー 

温度センサーが巧れたときは温度センサーに片手を添えて 
水気を固くしぼった巧で巧れをふき取る 

* ちれび付しにいると温度センサーの感度び悪くなります。ノ 温度 J ごトミ; J 則 

面の巧れもふき取っ 

〜_, てください。 

I トッププレート 

巧れたときは乾いた巧で巧れをふき取る 

•巧れの落ちにくいとさは台所用中性洗剤でお手入れし、乾いた布で水気を而さ取ってください。 

■グリル水入れ皿、焼網 

お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、乾いた巧で水気をふき取る 

*グ u ル水入れ皿は巧れたままお使いになると、こびりついた脂巧れび発火するおそれびあります。 

•グ U ル水入れ皿と取っ手は取りはずしてお手入れすることわでさます。 





「おす」を*の方向に押して 
はずす 


①ツメをグリル水入れ皿に 
はめ込む 


②グリル取っ手をおこす 

• 「おす」表示の部分びは 
まり、固定されます。 


■グリル扉、グリル取っ手 

巧れたときはスポンジ、巧などのやわ5かいもので巧れをふき取る 

•グ U ル扉は取りはずしてお手入れすることわでさます。 

おねびい 

•グ U ル扉のガラスはみびさ粉、金属たわしなどを使わないでください。ガラスび割れる原因になります。 
•グ U ル扉や支えは変形させないようにしてください。変形するとグ U ル扉の閉まりや取り付けび悪くな 
る原因になります。 


先にグ U ル水入れ皿を引さ出しておいてください。 





①支えを動かして突起を大きい 
穴に含わせ、外側にはずす 

•他方わ同じようにします。 


⑤グリル扉をいっぱいに開く 


③強く引っぱる 

•カンタンにはずれます。 




①2つの軸の上をすべ!5せるようにして差し込む 

•グ U ル扉び軸にはまります。 


②支えを動かして、突起を大きい穴か5はめ込む 

•他方わ同じようにします。 


取り付けかた 


取りはずしかた 
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電池交換について 

使用時におし5せサインが点打したときは、電池が消耗していますので、新しい乾電池(アルカリ乾電池単1お1 .5 V 
2個）と交換してください。（「設置について乾電池のセット」参照） 

そのままにしておくと使えなくなります。 


•電池び消耗してくると安全装置び作動しなくなるので、操作ボタンを押したとさ点火していても、安全のため、手 
を離すと消火するようになります。操作ボタンを押し続ければ点火していますび故障の原因となりますのでおやめ 
ください。 

•電池びすつかり消耗したとさは、おしらせサインの点灯はしません。 


巧障かな？とおった5 


故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。 

下記の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてもなお異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くの当社ま 
でご連絡ください。 


現象 

原 因 

処置方法 

参照， 
ぺージ 

点义しない 

点乂しにくい 

使用中に消乂する 

ガス栓の開き不十分 

ガス栓を全開にする 

13/16 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

8/19 

乾電池の取り付けび悪い 

正しくセツトする 

8 

ノ（ーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ（ーナキヤツプのお手入れをする 

6/17 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

10 

受け皿のセット不良 

正しくセツトする 

10 

配管内に空気び残っている 

点乂操作を繰り返す 

6 

点乂操作び不適切 

操作ボタンを押す時間を長くする 

13/16 

炎検出部 • 電極び水めれしたり巧れている 

炎検出部-電極のお手入れをする 

17 

グ U ル庫内にアルミはく等のゴミび付着している 

付着しているゴミを取り除く 

— 

アルミ沼のしる受け皿を使っている 

アル S 沼のしる受け皿を使わない 

4 

LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 

ボンベを交換する 

— 

温度センサーとなべ底び正しく接触していない 

溫度センサーとなべ底を正しく接触させる 

7/12 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ち法を 
参照ずる 

20 

おし5せサインび点なする 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

8/19 

ブザー(ピー)が鳴り 
おし5せサインび点滅する 

安全装置び作動した 

安全装置び作動し； L とさの処置ち法を 
参照する(サインは]己分間点滅） 

20 

黄色の炎で燃える 
炎び安定しない 
異常な音をたてて 
燃える 

ノ（ーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ（ーナキヤツプのお手入れをする 

6/17 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

10 

受け皿のセット不良 

正しくセツトする 

10 

ガスのいやな臭いがする 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

10 


•次のよラな場合は故障ではありません。 


故障ではない場合 


点乂•消乂のときに「ボッ」という音びする 


点乂音•消乂音で、異常ではありません。 


使用中「シャー」という音びする 


ガスの通過音で、異常ではありません。 


コン□を使用中「カチッ」という音びする 


乂力を調節するときの機器の音で、異常ではありません。 
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^ 故障ではない場合 

理由 " 

グリル使用時にコン□を使用すると、炎の色び 
変わる 

グ U ル使用時にコン□を使用すると、焼物の塩分などび燃えて炎の色び変わ 
ることびありますび異常ではありません。 

コン□を使用中、強乂ぉ>弱乂をくり返す 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。 

(13 ページ参照） 

再点乂してもすぐ弱乂になる 

なべの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありません。しば 
らく待ってから再点乂してください。 （1 3ページ参照） 

グリル扉びはずれた 

お手入れのために、グ U ル扉は取りはずせるようになっています。 

(取り付けかた「点検とお手入れ」参照 ） ) 


■ま全装置にごいて 

次の安全装置がついています。 

安全装置が働くと"ピー"とブザーが鳴りお知らせします。 

* 下記の現象にあてはまらないのにブヴーび鳴った場合は、 
使用を中止しガス栓を閉じた後、お買い上げの販売店また 
はおおくの当社まで、点検*修理を依頼してください。 


f おし5せサイン —— 

乂 JuUuuiJl ぃ.2回点滅。曰分間) 

く ’ MAAAMA . "‘ I 回点滅。曰分間) 


安全装置 

部位 

機能説明 

処置方法（消乂に気付いたときは…） 

おし! 5 せ 
サイン 

立消え 
安全装置 

つン〇 

グ U ル 

風や煮こぼれなどで炎び消えた 
ときに自動的にガスを止めます。 

すぐに操作ボタンを押して消火状態にし 
てください。炎び消えてからガスび止ま 
るまでしばらく時間びかかります。再点 
火するとさは周囲にガスびなくなるのを 
まって < たとい D 

\ 

消し忘れ 
消火機能 

つン〇 

グ U ル 

万一の消し忘れのために、点火 
後、コン□は約] 20 分、グリル 
は約 22 分経過すると自動消火 
します。また高温状態で温度変 
化のないとさ（使用中、強火 
弱乂を繰り返しているとさ）は 
約 30 分経過すると自動消火し 
ます。 

操作ボタンを消火状態にします。 

グ U ルを連続して使うとさは、一旦消火 
して、しばらく待ってから再度点火して 
ください。 

1 回点滅 

天ぷら油 
過熱防止機能 

つン □ 

調理油び過熱による発火をする 
前に自動消火します。 

操作ボタンを消火状態にしてください。 

再点火する場合は、少し時間をおいてか 
ら（油の温度び適温になるまでそのまま 
お待ちいただいた後）点火操作してくだ 
さい。 

* なべや調理によっては途中で消火する 
場合びあります。 

2 回点滅 

焦げつさ 
消火機能 

V 

コン □ 

煮物等の調理中になべ底び焦げ 
つさ始めたら、自動消火します。 
※センサー解除機能設定時は除く 

操作ボタンを消火状態にします。再点火 
時は更に焦げつさやすくなりますので、 

よラすを見なびら調理してください。 

* なべや調理によっては途中で消火する 
場合びあります。 

2 回点滅 

J 
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巧管と アフターサービス 

I 一 保管（長期囲ほわないとま） ~ m 

機器のガス栓を必ず閉めて、乾電池を取りはずしておいてください。 

* お手入れしておくと次回使用するとさに便利です。 ( 「点検とお手入れ」参照） 


r — アフターサービスについて 

■点検•修理を依頼されるとき 

前ページ「故障かな？と思ったら」を見てもラー度確認し、それで 
わ直らないとさは、お買い上げの販売店かおおくの当社までご連 
絡ください。 アフターサービスを お申しつけのときはち記の内容 
をお知! 5 せ < ださい。 

★なお、修理のご依頼は、 【電話】 0120 ■193-860 

でら 24 時間受付いたしますので、ご利用ください。 


A "a 

1. ご住所•ご氏名•電話番号 

2 . 現象（できるだけ詳しく） 

3. 品名•器具名（銘板表示のらの） 

4 . ご購入曰•ガス種 
曰道順•目標 

\_ y 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

北海道 サービスコールセンター 
東化 サービスコールセンター 
関ま サービスコールセンター 
中曰本 サービスコールセンター 
近畿 サービスコールセンター 
中四国 サービスコールセンター 
九州 サービスコールセンター 

〒日日 1-0033 札幌市北区北3 3条西7 T 目]-] 

干 983-0041 仙台市宮城野区南目館2日一]日 
f 170-0005 東京都豊島区南大塚 3-1-6 藤枝ビル目階 
干 467-858 日名ち屋市瑞穂区桃園町6 - S 3 
〒己日日-日日13大阪市西区新町 3-13-20 パ□マアワヴビル2階 
干 732-0804 広島市南区西蟹屋 3 T 目 8 - ] S 
干 812-0016 福岡市博多区博多駅南2 - 9 - ] 3 

01 ]-726-2822 
0 S 2-239-1848 
03-3986-0860 
05 S - 推4-己] 88 
06-6 己 34-67 己] 
08 S -262-834] 
09 S -472-0924 

011 -736-7374 
022-238-0838 
03-3986-089 己 

0己 2-824 -己670 
06-6 己 34-67 己己 
08 S - S 63-2400 
092-471-8400 

受付時間 

平日 9 : 00 〜 18 : 30 

±曜日.日曜日.祝日 9 : 日〇〜 17 : 00 (修理受付のみ） 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承願います。 


■別売部品のごあんない 

次のような別売部品を用意しております。 

防熱板は「設置について」を見て、取り付けかたを確認してください。 
詳細はお貫い上げの販売店までおたずねください。 


ノを取り出しフ オーク 

八グ 魚などび身くずれ 
<こう することなく簡単 

に取り出せます。 



■補修用性能部品の保有期間について 

補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、日年間保有しております。 

バーナキャップ、受け皿、ごとく等び長年のご使用でいたんだ場合にはお買い求めください。 
お買い求めの際は、必ず銘板の器具名をお知らせ<ださい。 


■ガスの種類が変わるとさ 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上げの販売店か 
おおくの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でわ有料となります。 


■その他ご不明の点は 

お買い上げの販売店かおおくの当社または「お客様相談室」までご連絡ください。 


パ□マお客様相談室 〒467-8日8日名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 TEL 日日 2-824 -日] 4己 
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仕様 


品 名 

PD-K32-R • PD-K32-L • PD-K32V-R • PD-K32V-L 

器具名 

PD-K32-R • PD-K32-L • PD-K32V-R • PD-K32V-L 

型式名 

E3-4-10 

種 類 

ガスグ U ル付こんろ 

点乂方式 

連続放電点火 

外お寸法（機器最大） 

高さ2己 4X 巾畐己 97X 奥己 62 mm 

質量（本体） 

IB.OKg 

ガス接続 

Rcl/2 (メネジ） 

安全装置 

立消え安全装置*調理油過熱防止装置（天ぷら油過熱防止機能） 

焦げつさ消火機能-消し忘れ消火機能-グ U ル排気□遮炎装置 


使用ガス 
ガスグループ 

ガス消費量 kW 

標準バーナ 

強乂カバーナ 

ルバーナ 

グリル 

全点乂時 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

12 A 

2.76 

3.93 

1.22 

1.95 

8.8 己 

13 A 

2.9 己 

4.20 

1.30 

2.09 

9.50 

6 A 

2.05 

3.20 

1.06 

2.00 

8.02 

5 C 

2.4 己 

2.70 

0.90 

2.00 

7.56 

L 1(6 B ，6 C ，7 C 用） 

2.20 

3.20 

1.03 

2.00 

7.8 己 

1_2(曰八，曰八1\1，曰5用） 

1.61 

2.60 

0.81 

2.00 

6.40 

L 3(4 A ，4 B ，4 C 用） 

1.60 

2.30 

0.68 

1.89 

6.10 

LP ガス用 

2.4 己 

4.20 

1.30 

1.89 

9.38 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することもあります。 


外形寸法図 （単位: mm) 




596 




ro 

ro 

〇 
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保証書; 


ガスビルトイン機器 


このたびは当社製品をお買い上げいただをましてありびとうご 

ざいます。この保証書はお客様の正常な設置•使用状態において 

万一機器本体び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理 

を行うことをお約束するものでず。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書、本体貼付けラベル等のを意書さに従った正常な設置’使用 
状態で故障した場合には、お買い上げの販売店かお近くのパ□マび無 
料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店 
かお近くのパ□マにご依頼のラえ、本書をご提示ください。なお、離島 
および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要す 
る実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本な証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご 
依頼でさない場合には、お近くのパ□マへご相談ください。 


日.保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）取扱説明書によらないでご使用になったり使用上の誤りおよび不当 
な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合）、 
落下等による故障および損傷 

(八）公害、乂災、水害、地震、落雷、凍結等の天災地変、異常電圧（電 
気部品搭載の機器の場合）、供給事情（燃料•給水等）などによる 
故障および損傷 

(二）一般家庭用 I ソ外（例えば、業務用使用、車輛、船舶への搭載等）に 
使用された場合の故障および損傷 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入擦印のない場 
合、あるいは字句を書さ替えられた場合 

(へ）消耗部品の取替えおよび保守等の費用 

(卜）本書の提示びない場合 

目.本書は日本国内においてのみ有効です。 

(This warranty is valid only in Japan.) 

7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切にイ呆管してくだ 
さい。 


お客様 

お名前 様 

保証期間 

お買い上げ 年 月 曰か 51 年 

ご住所干 

販売店名 

店名 

住所 

お電話 

電話番号 


な巧を巧 パ ng 


干4目 7-8 己8己名ち屋市瑞穂区桃園町目番23号 
TEL 052 (8 2 4) 5145 



修理記録 


年月日 

修理内容 

サービス 員@ 

















* この保証書は本書に明示した期間、条件のわとにおいて無料修理をお約束するちのです。この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、 
およびそれ政外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのではありません。なお、保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買 
い上げの販売店かお近くのパ□マにお問い合わせください。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 
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